
保健医療大学 感染対策10か条

第 1 条 新型コロナウイルスは収束していない。ウイルスは目に見えない。油断大敵！
誰かが感染したりクラスターが発生したら、学内で授業できない、実習できない。

第 2 条 学内では、食事中を除いて、正しい方法でいつでもマスク。食事後はすぐマスク。
食事は、空いている教室でも可能。

第 3 条 毎日、検温と体調管理。健康記録表は毎日携帯。体調が悪かったら登校しない。

第 4 条 授業後は、自分が使った机やテーブル、ひじ掛け、器具などを毎回消毒。拭くときは
往復せず一方向に。

第 5 条 イスやソファの着席は、指示された席に。指示がなくても、隣の人から必ず1人分の
座席を空けて着席。会話は、２ｍ空けて。みんなで会話は、なるべく外で。

第 6 条 トイレは３密スポット。混んでいたら廊下で待機。せっけん使って30秒間手洗い。
手洗い後は使用したペーパータオルでドアを開け、外のごみ箱へ。

第 7 条 更衣室も３密スポット。混んでいたら廊下で待機。会話はしない。盗難に注意。

第 8 条 リュックなどの手荷物は、床に置かない。床には菌がいっぱい。

第 9 条 学外でも、保健医療大学生として、他の模範となる自覚と誇りをもった行動を。

第10条 感染防止は、学生・教員・職員の協働連携。『チーム保健医療大学』
気がついたら、お互いに注意し合う。みんなのアイディアと、小さな行動の積み重ね。


